


経理業務も自社運営からBPOの時代へ
今回の BPO プロジェクトでは、伝票類のイメージ化と海外の人材の
活用でコストメリットを出すことに成功しました。短期間で狙い通りの
成果を出せたのは、やはり最初のアセスメントの段階で、業務スコープを
明確化できたことが大きかったと思います。当初、3 つのスコープを
提案しましたが、納品伝票と小口現金の 2 業務に絞り込むことと、
高いハードルなく現実的にアウトソースできる範囲に絞り込むことが、
品質面でも導入効果としてもメリットが出ると判断しました。そして、
その通りの成果を生むと同時に、今後の発展も期待できる状況ができ
つつあります。的確なアセスメントと
業務設計を実施することで、経理は
もちろん、どんな業務でもBPO化する
ことが可能だと、さくら情報システムは
考えています。

スキャニングに関しては、単に紙の帳票類をイメージ化するだけでなく、

同時にナンバリング等で伝票や信憑書類をコード化しています。これ

によって、この伝票はどの店舗の、どの取引先からの納品分といったこ

とが即座に分かります。この仕組みがまさにさくら情報システムが今

回開発した整合性チェックシステムのポイントです。つまり、シダックス

様の各店舗から送付される帳票類のイメージと、会計システム等から

のデータをさくら情報システムの国内のＢＰＯセンターでシステム的、

且つ効果的に紐つけることで、海外ＢＰＯセンター側のチェック作業を

効率化、標準化させ、また品質の精度を維持することが可能となります。

またイメージ化することで、大切な原票の移動を最小限に留めること

ができるので、トレーサビリティーやセキュリティといった面でも大き

なメリットがあります。（担当者）

今回のプロジェクトが稼働して、納品伝票の照合と

小口現金の信憑確認にかかる時間を月間約500

時間から約70時間に減らすことができました。そ

れでも非常にスムーズに業務が進んでいるので、

社内でも経理業務の一部がBPO化されたことに

気づいていない人が多いと思います。70時間分

の作業は、照合作業で要確認と判定された分の個別対応などですが、これ

も帳票類がイメージ化されていて容易に閲覧が出来るので大幅に省力化

されました。従来、取引先から問い合わせがあると、一度電話を置いて原票

を探してから折り返すという手順でしたが、今はPCの画面を見ながら即座

に対応できます。また、海外拠点の方々の信頼性が十分なことも確認でき

ているので、将来的にはこうした業務まで依頼できるのではないかと考え

ています。さらに毎月10万枚くらいある原票も、BPOセンターの方で整

理していただけるので管理がとても楽になりました。これまで照合作業に

費やしていた時間を、現場で発生する一次データの質を高めるために使え

るので、今後ますます改善効果が出てくると思います。（八幡様）

もうひとつ、今回のBPO化の効果といえるのが、各スタッフの業務に対

する意識の変化だと思います。業務の特質上、どうしても個人の能力差

や業務の進め方など属人化している部分がありました。しかしBPO化す

るには、誰でも客観的に判断できる条件づくりが必要になります。こうし

たことを通して各人の仕事に対する目線が高くなり、個人の成長にもつ

ながっていると感じています。（平川様）

今回のBPOプロジェクトでは、ITは業務を支援する道具の位置づけで

す。経理会計部門の方から、経理の現場でどのようなことを実現された

いのか率直に伝えていただくことで、お互いを尊重しながら密度の濃い

ディスカッションができました。各業務の目的や要求レベルが即座に返っ

てきたので作業を進めやすかったと思います。（担当者）

こちらも遠慮なく何でも聞くことができたので安心感がありました。逆

に言えば、事前に不安な要素をすべて取り除いていただいたといっても

過言ではありません。こうしたことは今後も続いていくと思いますが、お

互いにブラッシュアップすることで、ますます業務がスムーズになってい

くと思います。（小荷田様）
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500時間かかっていた作業が70時間に
BPO化していない業務にも波及効果

業務の明確化とルール化で人員も成長
現場同士の折衝が良い成果を生みました
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1959年に創業し、給食事業をスタート。現在は、さまざまな事業所で社員食堂や

病院給食などのフードサービスを行うほか、レストランカラオケや売店の運営、公共

施設の運営業務まで対応する総合サービス企業グループへと発展している。
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